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3)ステロイ ド剤大量投与に起関す る B 型車

症肝炎にインタ-フェロンが著効を秦 した

1例
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B型肝炎ウイルス(HBV)キャリアの盈症筋無 力 症

上 1-Ⅲ＼丁投製溝什化に起l軒いい糾用IJ凍 上 illtel･lt,rOIl

ぽ こIFN-α)投与を試みた.症例は確2歳男 性 予血 清 錯Be

拙京陰性,Hl立番'tl棉/BfJt:..r-1机71)N八IIOlyTnL､1こISP Lr)N-

八t'1陰性であー･,たか.I.h),meLll-rn),後t･r)(~､S投与'･こ

よりl)NAT)陽性化}:I:flr･･十頗i日汁夫か発JlH_た.lt/N--n･

授与により速やかな HBV 複製減少とこれに続 く肝機

能r日紺 二が得!､,畑 更に IFNL(r長期投与一一..9川1jj単位.

過2回)により原疾患をこ対する CS投与を行いながら

長斬捜畑二土.招紳こ建､悪化.鋸汚吊漫性的占紺乍札 自己

免疫疾患発現並びに抗ウイルス効果減弱は認められなかっ

た.免疫抑瀞j剤投与中をこ惹起される盈症B型肝炎をこ対 し

て 王FN は有効な治療法になりうるものと考えられた,

4)円移植後に発症 したサイ トメガロウイルス

肝'･プミい 1例
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症例は26歳男性.会社員.慢性腎不全で昭和61)ff-'18FJ

5H生体腎移植施行.術後約.:10日頃より-叫Z､-か左肝機

能障害,薬疫,発熱,uyパ球優位の白血球増多,鼎塾

リンパ球が認められ サイトメガロウイルス抗体価は移

植前,補体結合法で4倍以下チ肝炎発症後抗体価は 102凌

借上有為†L上二軒を認(Lh.J･Il_lS八 法でも,kM 分画てL'.0

と陽性を示し手咽頭ぬく代､液ラ尿中からサイトメガ｡ウ

イルスが培養された.これらよりサイトメガロウイルス

肝炎と診断した.9月25日より8日間イソタ-フェロソ

声6㈱ 方単位を連乱氏清静注を行い,イソタ…フェロソ

投与直後より解熱傾向,黄痕,肝機能,肝弾涯の改善が

認められ 本例にはイソタ-フェロソβが有効であった

と考えられた.

5)最近経験 した急性肝 内 胆 汁 う っ滞3例 の
臨床的検討
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齢 当 院 に お ける自己免疫性肝炎 4例の検討
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過 去 2年間に自己免疫性肝炎と思われる4症例を経験
したので報告する.症例 1,射ま症例4が若年男性例で

あった以外は,鼎型例であった.症例 2は組織学的に未

確認であるが,PSL投与によりr-gl,ANAの減少と

相反し,AMAの上昇,およびALP漸増を認め,PBC-

CAI1-Imixt､dtyt)(､恒7)関倖 [･.恥味.,//i･i言二.情∴ 症例3

揺,検査成繰上は自己免疫性肝炎が強 く疑われたが,級

織学的捌 蕊これを示唆する所見は得られず,急激な経過

をとった例で,蹟己免疫性肝炎をこおける劇症化,ウイル

ス性肝炎との関係等を含め,早期の診断と適切な治療の

必要性を痛感させられた.以上,過去の報告より鮎高い

発生率を示し 非鼎塾例あ存在することより,慢性肝疾

患においては,診断時常をこ自巴免疫性肝炎を考慮する必

要性があると思われた.

7)吸着式血貿交換を持 った 3症例の検討
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はLl1歳女-性､N八NB型劇症肝二条軌急性型.意識障書は

たため ど リルビソ吸着療法を7回行った.これをこよりピ

リルビソが低下すると共をこ凝固龍頭)改善 し救命し得た,

症例2は54歳男性,NANB型劇症肝炎東急性型,13回

の血祭交換により意識障害は改善したが,TBLは 37.2

mg閥lまで上界Lた,このため吸着療法を11回行った

が,効果なく死亡した.症例3は70歳男性 術後肝不皇

6回の吸着療法によりTBLは 18.7mg/dlから 9.2

mg/Jdiまで低下したが,意識障害は改善 しなかった｡

どリルビソ吸着療法によりTBLは前傾の70%に低下

し 翌日85%に上昇するが,回数と共に除利こ低下する

傾向がみられた.


